
一昨年度、はしかけの会

「丸子船探検隊」を立ち上

げ、丸子船をはじめとする

琵琶湖の伝統的木造船に関

する調査を行なっていま

す。丸子船は近世から戦前

までの琵琶湖輸送の主役で

したが、今ではほとんどそ

の姿を見ることができませ

ん。

昨年は大津市の堅田や雄

琴を中心に活動しました。

堅田では丸子船を作ったこ

とのある船大工さんの作業

場を訪れて話を伺いまし

た。最近建造したという和

船や琵琶湖の木造船模型が

所狭しと並べられ、船大工

さんの興味深いお話に時の

たつのも忘れてしまいまし

た。雄琴では修復されて観

光船としてよみがえった最

後の現役丸子船に体験乗船

しました。修復を手がけた

船大工さんや観光船として

の復活を試みた元琵琶湖汽

船の船長さんの話も伺うこ

とができました。

かつての琵琶湖には、丸

子船の他にも百種類を越え

る形の木造船がありまし

た。最近では、こうした船

の風景を再現しようと、船

の積み荷などを模型で復元

する作業も行なっていま

す。写真や聞き取り調査を

もとに、ある程度復元した

後、実際にそうした船が使

われていた地を訪れてみよ

うと思います。まだまだ謎

に満ちた琵琶湖の木造船。

「丸子船探検隊」は、みん

なで協力しながらそんな謎

をひとつひとつ解きほぐし

ていきたいと考えていま

す。
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ルーブル美術館「事件」

数年前、75歳にして初めて海
外旅行に出た私の母は、パリの
ルーブル美術館で大けがをしま
した。資料の前で人をさえぎる
ロープにつまづいて顔から転
び、床を血だらけにしたのです。
近くにいた監視員に助けを求め
たところ、２、３分後、展示室
の壁が忍者屋敷のようにパタン
とひっくり返り、裏から屈強な
男達４人が出てきました。
彼らは軍隊のような重装備

で、背中には大きなリュックを
背負い、担架も持っていました。
てきぱきとした応急手当の後、
彼らは軍隊のような足並みでル
ーブルの裏側に消えました。

ルーブル美術館の裏側

最近、ルーブルの内側で働く

人びとを撮影した『La Ville
LOUVRE』（邦題：『パリ・ル
ーブル美術館の秘密』）という
映画が公開されています。
映画では、ルーブルには学芸

員のほか、電気工事人、金メッ
キ師、大理石職人、写真家、庭
師、物理・化学者など、撮影さ
れた1989年当時で1200人が働い
ているそうで
す（現在では
2 2 0 0 人 と
か）。そして
先のような救
護にあたる人
は消防士で、
21人もいた
そうです。映
画でも担架を
かついで登場してきます。
「ルーブル村」という原題ど

おり、ルーブルの裏側は専門職

化された多くの人がいるコミュ
ニティーで、１日に２万5000人
の来客を迎える1200人のスタッ
フは、ルーブルの住人であると
いう映画でした。

ルーブル美術館と琵琶湖博物館

ひるがえって琵琶湖博物館を
見ると、200人足らずのスタッ

フで、１日に
最高１万5000
人の来館者を
相手にした博
物館を運営し
ています。学
芸員も調査、
展示作業、資
料の整理、電
話案内や受

付、クレーム対応も仕事になり
ます。けが人が出て、展示室へ
駆けつけることもあります。

映画を見て気がついた点をも
う二つ。ルーブルの学芸員は、
男も女もスーツを着こなし、展
示の実際の作業は、作業服を着
たスタッフに少し偉そうに指示
をするだけでした。博物館内の
分業化と共に階層化を映画でも
感じました。もう一つは、資料
の扱い方法。腕時計やネックレ
ス、指輪をしたまま資料を素手
で触り、資料の梱包や運搬も手
荒でした。展示室には直射日光
が差し込み、それを映画の映像
演出にも利用していました。
最優秀ヨーロッピアンドキュ
メンタリーヨーロッパ大賞を受
賞したこの映画ですが、休日に
京都まで出かけて、琵琶湖博物
館での仕事のことを考えてしま
った一日でした。

（専門学芸員　用田政晴）

●「交流ノート」は、今回お休みいたします。
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